
は
じ
め
に

中
京
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、
平
成
九
年
度
で
開
校
以
来
丸

三
年
を
経
過
し
た
。
九
年
度
秋
期
講
座
の
時
点
で
、
開
講
講
座
（
講

義
）
数
百
三
十
、
受
講
者
（
延
べ
数
）
二
千
二
百
八
名
、
会
員
数
（
一

度
で
も
受
講
登
録
を
し
た
人
の
総
計
）
六
千
八
十
七
名
を
数
え
る
。

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が
開
講
さ
れ
て
い
る
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
学

部
（
商
・
経
済
・
経
営
・
文
、
や
や
離
れ
て
立
地
し
て
い
る
法
学
部

は
除
く
）
の
学
生
定
員
は
、
約
千
三
百
名
（
平
成
十
年
度
の
募
集
定

員
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
盛
況
ぶ
り
が
わ
か
ろ
う
。
私
大
の
現
状
を

抜
き
に
し
て
単
純
に
比
較
す
れ
ば
、
受
講
者
数
は
一
学
年
の
学
生
総

数
の
一
・
七
倍
で
あ
り
、
会
員
数
は
既
に
全
学
生
数
を
超
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。

私
は
、
開
校
以
来
、
各
期
二
コ
マ
ず
つ
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
の
教
壇
に
立
ち
続
け
て
き
た
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
開
校
に
先

立
っ
て
平
成
六
年
の
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
開
講
さ
れ
た
準
備

講
座
（
内
部
で
は
「
試
行
講
座
」
と
呼
ん
で
い
た
）
に
も
出
講
し
た

の
で
、
お
よ
そ
三
年
半
の
経
験
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
担

当
コ
マ
数
は
一
コ
マ
に
な
る
が
、
こ
の
四
月
か
ら
も
出
講
の
予
定
で

あ
る
。
今
回
、
幸
い
に
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
さ
さ
や
か
な
が

教育実践

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
の
教
壇
か
ら

―
―
「
大
学
を
開
く
試
み
」
の
実
際
―
―

中
京
大
学
・
文
学
部

酒
井

敏
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ら
私
の
実
践
経
験
を
整
理
し
、
来
期
講
義
へ
の
自
戒
と
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
展
望
や
問
題
点
に
も
触
れ
て
み
た
い
。「
大
学
を
開
く
」

試
み
の
実
践
報
告
と
し
て
、
な
に
が
し
か
で
も
参
考
に
供
す
る
も
の

が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

私
の
開
講
課
目

ま
ず
、
こ
の
三
年
半
の
間
に
私
が
開
講
し
て
き
た
課
目
を
、
各
期

講
座
ご
と
に
掲
げ
て
み
よ
う
。
括
弧
内
は
曜
日
と
時
間
帯
、
回
数
で

あ
る
。

試
行
講
座

漱
石
と
�
外
―
二
大
文
豪
を
読
む
―

（
火
曜
・
夜
・
七
回
／
水
曜
・
午
前
・
七
回
）

七
年
春
期

近
代
名
作
探
検
―
日
本
近
代
の
名
作
講
読
―

（
火
曜
・
午
後
・
十
一
回
）

漱
石
と
�
外
―
二
大
文
豪
を
読
む
―

（
火
曜
・
午
後
・
十
一
回
）

七
年
秋
期

目
で
見
る
近
代
文
学

―
映
像
に
よ
る
作
家
・
作
品
入
門
―

（
火
曜
・
午
後
・
十
一
回
）

近
代
名
作
探
検
―
日
本
近
代
の
名
作
講
読
―

（
火
曜
・
夜
・
十
一
回
）

八
年
春
期

大
衆
文
学
の
魅
力

―
徳
冨
蘆
花
『
不
如
帰
』
と

江
戸
川
乱
歩
の
諸
作
品
を
通
し
て
―

（
火
曜
・
夜
・
十
一
回
）

目
で
見
る
近
代
文
学
�

―
映
像
に
よ
る
作
家
・
作
品
入
門

鏡
花
と
潤
一
郎
―

（
木
曜
・
午
後
・
十
一
回
）

八
年
秋
期

�
気
と
幻
想
―
作
家
と
作
品
入
門

泉
鏡
花
―

（
火
曜
・
夜
・
十
一
回
）

さ
か
い
・
さ
と
し
●
一
九
五
九
年
、
千
葉

県
生
ま
れ
●
森
�
外
を
中
心
と
し
て
、
明

治
・
大
正
期
の
小
説
を
研
究
テ
ー
マ
と
す

る
。
最
近
の
課
題
は
「
森
�
外
と
日
清
戦

争
」。昨
年
、『
森
�
外
と
日
清
戦
争
―
「
連

続
」と「
断
絶
」、あ
る
い
は
「
傍
観
機
関
論

争
」
の
再
検
討
』（『
講
座
森
�
外
１

�

外
の
人
と
周
辺
』）「
日
清
戦
争
と
森
�
外

―
『
徂
征
日
記
』
を
中
心
に
―
」（『
日
清

戦
争
と
東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
容
』
下
巻
）「『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
を
め
ぐ
っ
て

―
そ
の
周
辺
、
お
よ
び
眼
差
し
と
〈
制
度
〉・〈
差
別
〉
の
問
題
―
」（『
森
�
外
『
ス

バ
ル
』
の
時
代
』）の
三
論
文
を
公
刊
。
他
に
論
文
多
数
。
●
大
学
の
授
業
（
大
学
で

授
業
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
）、
特
に
そ
の
方
法
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
拙

文
は
、
具
体
的
に
と
心
が
け
て
い
る
う
ち
に
膨
大
な
量
と
な
り
、
所
定
の
枚
数
に
縮

め
る
た
め
削
っ
て
ゆ
く
過
程
で
、
結
果
と
し
て
具
体
性
の
な
い
も
の
を
書
い
て
し
ま

っ
た
の
で
は
、
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
誌
面
に
お
い
て
、
さ
ら
に
議
論
が
煮
詰
め
ら

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。い
ろ
い
ろ
ご
教
示
・
ご
批
判
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
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「
芥
川
龍
之
介
」
を
読
む

―
晩
年
の
作
品
を
中
心
に
―

（
木
曜
・
午
後
・
十
一
回
）

九
年
春
期

耽
美
と
越
境
―
作
家
と
作
品
入
門

谷
崎
潤
一
郎
―

（
火
曜
・
夜
・
十
一
回
）

文
庫
本
の
中
の
人
間
学

―
名
作
の
中
の
人
間
関
係
で
た
ど
る
近
代
文
学
史
―

（
木
曜
・
午
後
・
十
一
回
）

九
年
秋
期

文
庫
本
の
中
の
人
間
学

―
名
作
の
中
の
人
間
関
係
で
た
ど
る
近
代
文
学
史
―

（
火
曜
・
夜
・
十
一
回
）

近
代
名
作
探
検
�
―
こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道
―

（
木
曜
・
午
後
・
十
一
回
）

「
春
期
」
と
は
、
ほ
ぼ
大
学
暦
の
前
期
と
重
な
る
春
期
講
座
を
指

し
、
「
秋
期
」
と
は
、
同
じ
く
ほ
ぼ
後
期
と
重
な
る
秋
期
講
座
を
指

す
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
お
り
、
十
二
回
の
講
義
が
可
能
だ
が
、
講

義
回
数
は
担
当
教
員
の
都
合
で
加
減
で
き
る
。私
の
場
合
、そ
れ
ぞ
れ

出
張（
春
期
に
は
教
育
実
習
視
察
指
導
、
秋
期
に
は
学
会
）の
た
め
、

当
初
か
ら
一
回
ず
つ
の
休
講
を
予
定
し
、各
期
十
一
回
と
し
て
き
た
。

試
験
は
実
施
せ
ず
、三
分
の
二
以
上
の
出
席
が
あ
れ
ば
合
格
。講
義
回

数
十
一
回
の
講
義
で
あ
れ
ば
、
二
・
二
単
位
（
講
義
一
回
に
つ
き
○

・
二
単
位
。学
部
で
の
単
位
と
は
違
う
独
自
の
も
の
）が
認
定
さ
れ
る
。

な
お
、
大
学
の
休
暇
期
間
中
に
も
、
夏
期
と
冬
期
の
特
別
講
座
が
開

講
さ
れ
る
が
、
私
に
は
そ
れ
を
担
当
し
た
経
験
は
な
い（
一
度
だ
け
、

文
学
散
歩
を
核
に
し
た
課
目
を
開
講
し
て
み
て
は
、
と
の
打
診
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
）。

英
会
話
の
実
地
研
修
な
ど
も
含
ま
れ
る
特
別
講
座
を
除
く
と
、
開

講
時
間
帯
は
、
午
前（
十
時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分
、大
学
の
二
時
限

に
相
当
）・
午
後（
一
時
〜
二
時
三
十
分
・
二
時
四
十
分
〜
四
時
十

分
、同
じ
く
三
時
限
・
四
時
限
に
相
当
）・
夜（
六
時
三
十
分
〜
八
時
）

の
三
つ
、一
日
四
コ
マ
で
あ
る
。平
成
七
年
度
春
期
講
座
で
は
、
三
・

四
時
限
の
二
コ
マ
で
開
講
し
た
。
開
講
時
間
帯
で
「
午
後
」
が
重
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

各
期
ご
と
に
「
総
合
案
内
」
と
い
う
冊
子
が
作
ら
れ
、
講
義
名
や

開
講
時
間
と
と
も
に
、
講
義
内
容
も
掲
載
さ
れ
る
。
講
義
内
容
は
、

当
初
四
百
字
程
度
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
倍
の
字
数
に
な
り
、
シ
ラ

バ
ス
に
近
い
も
の
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。受
講
希
望
者
は
、

こ
の「
総
合
案
内
」を
参
照
し
て
課
目
を
選
び
、
受
講
を
申
し
込
む
。

決
定
は
先
着
順
に
よ
る
（
電
話
可
）。
私
の
よ
う
な
一
般
の
講
義
の

場
合
、
二
十
名
〜
二
十
五
名
が
定
員
で
、
定
員
に
達
し
た
課
目
か
ら

（
申
し
込
み
期
間
中
で
あ
っ
て
も
）
締
め
切
り
と
な
る
。

課
目
名
を
一
覧
し
て
い
た
だ
く
と
、
二
コ
マ
の
内
一
コ
マ
を
新
し
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い
題
材
と
し
、
も
う
一
コ
マ
は
そ
の
直
前
の
講
座
と
同
じ
内
容
、
と

い
う
尻
取
り
の
よ
う
な
開
講
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、「
〜

入
門
」
を
唱
っ
て
い
る
課
目
が
多
い
こ
と
な
ど
、
す
ぐ
に
幾
つ
か
の

特
徴
が
目
に
付
く
と
思
う
。
そ
う
し
た
点
に
も
既
に
、
課
目
決
定
や

授
業
運
営
の
工
夫
が
反
映
し
て
い
る
の
だ
が
、
以
下
、
講
義
内
容
に

も
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
も
う
少
し
具
体
的
に
述
べ

て
み
た
い
。

尻
取
り
型
開
講
パ
タ
ー
ン
の
理
由

ま
ず
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
担
当
し
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

は
、
受
講
生
は
教
員
に
着
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
講
座（
講

義
）
数
百
三
十
と
書
い
た
が
、
平
成
九
年
度
秋
期
の
「
文
学
」
講
座

で
は
、
「
日
本
書
紀
の
世
界
」
「
万
葉
集
」
「
源
氏
物
語
」
「
文
庫

本
の
中
の
人
間
学
」
「
近
代
名
作
探
検
�
」
「
秋
の
夜
長
の
外
国
文

学
」
の
六
つ
の
講
義
が
開
講
さ
れ
た
。
「
文
学
」
全
般
、
そ
れ
に
関

わ
る
講
義
な
ら
何
で
も
受
講
し
た
い
、
と
い
う
受
講
生
に
は
、
確
か

に
多
様
な
講
義
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の

中
で
、
日
本
近
・
現
代
文
学
を
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
私
の
二
つ

の
講
義
だ
け
だ
。
そ
の
分
野
の
講
義
を
受
講
し
た
い
、
と
い
う
受
講

生
は
、
私
の
講
義
を
受
講
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
興
味
・
関
心

が
具
体
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、選
択
の
幅
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
。

か
く
て
、私
は
毎
回（
試
行
講
座
か
ら
ず
っ
と
と
い
う
方
も
含
め
て
）、

同
じ
よ
う
な
受
講
生
を
相
手
に
講
義
す
る
こ
と
に
な
る
。

受
講
生
の
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
ず
、
講
義
内
容
の
決
定
に
苦
し
ん
だ

試
行
講
座
に
比
べ
れ
ば
、
こ
う
し
た
状
況
は
確
か
に
講
義
し
易
い
。

テ
ー
マ
の
希
望
や
要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
が
簡
単
に
把
握
で
き
る
し
、

気
心
も
知
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
内
容
の
講
義
は

二
度
と
で
き
な
い
。
私
の
手
持
ち
の
材
料
に
は
、
当
然
な
が
ら
、
限

り
が
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
開
講
で

き
て
い
る
が
、
正
直
、
そ
ろ
そ
ろ
負
担
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
で
は
、
尻
取
り
の
よ
う
な
開
講
パ
タ
ー
ン
は
、
少
し
で
も
そ

の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
だ
け
に
採
用
し
て
い
る
の
か
と
言
う
と
、

そ
う
で
も
な
い
。オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
地
域
性
が
強
く
、口
コ
ミ
の

影
響
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
時
間
帯
を
変
え
て
同
じ
講
義
を
開
講
す

る
こ
と
で
、以
前
の
受
講
生
に
面
白
い
と
聞
い
て
、と
い
う
動
機
で
の

受
講
生
を
吸
引
で
き
る
わ
け
だ
。
だ
か
ら
、こ
こ
に
は
事
務
局（
総
合

企
画
部
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
務
室
）
の
意
向
も
反
映
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
講
義
内
容
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
注
文
が
付
く
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
私
の
場
合
で
言
う
と
、
試
行
講
座
の
際
に
、
夏

目
漱
石
を
テ
ー
マ
に
し
て
欲
し
い
、
と
依
頼
さ
れ
た
の
が
唯
一
で
あ

る
。
試
行
講
座
で
は
、
「
文
学
」
を
担
当
し
た
の
が
私
だ
け
だ
っ
た

か
ら
、
動
員
力
を
調
査
す
る
た
め
に
最
も
人
気
の
あ
り
そ
う
な
テ
ー
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マ
を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
私
が
毎
回
の
よ
う
に
「
夜
」

に
開
講
し
て
い
る
の
は
、
事
務
局
の
希
望
に
よ
る
。
こ
の
時
間
帯
の

「
文
学
」
は
、（
日
本
文
学
で
は
）い
ま
だ
に
私
し
か
開
講
し
て
い
な

い
。「

〜
入
門
」
は
ど
う
し
て
多
い
か

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
の
受
講
態
度
は
、
一
般
の
学
部
学
生

に
比
べ
て
は
る
か
に
熱
心
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
わ
ざ

わ
ざ
受
講
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
最
初
か
ら
意
欲
は
あ
る
わ

け
で
、
こ
れ
は
当
然
と
も
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、
教
員
免
許
な
ど
を

取
得
す
る
目
的
で
編
入
し
て
く
る
学
生
同
様
、目
的
意
識
が
明
確
で
、

教
育
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
の
動
機
付
け
は
必
要
が
な
い
。
従
っ
て
、

「
聞
か
せ
る
」
努
力
を
す
る
必
要
も
な
く
、
そ
の
意
味
で
、
講
義
運

営
は
非
常
に
楽
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
向
学
心
に
甘
え
て
は
い
け

な
い
と
思
う
。
同
時
に
、
講
義
す
る
側
は
重
い
十
字
架
を
背
負
わ
さ

れ
て
い
る
は
ず
だ
。

あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
っ
て
所
定
の
単
位
数
を
取
得
し
、
学
士

号
や
諸
資
格
（
免
許
）
を
得
て
卒
業
す
る
、
と
い
う
学
部
の
教
育
シ

ス
テ
ム
に
比
べ
る
と
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
の
受
講
は
単
発
で
あ

る
と
言
え
る
。
そ
れ
だ
け
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
の
講
義
に
は「
商

品
」と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
相
互
に
関
連
を
持
つ
学
部
の
講
義
を
、

一
コ
マ
い
く
ら
と
算
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

の
受
講
料
は
、
そ
の
ま
ま
何
回
か
の
講
義
の
「
価
格
」
に
な
る
の
で

あ
る
。
講
義
回
数
と
受
講
料
を
比
較
す
れ
ば
、
一
コ
マ
の
単
価
は
す

ぐ
に
算
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
の
諸
施
設
を
利
用
で

き
る
と
い
う
付
加
価
値
は
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
受
講
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
価
値
は
（
例
え
ば
学
部
学
生
と
比
べ

て
）
非
常
に
小
さ
い
。
施
設
利
用
な
ど
の
付
加
価
値
は
、
ほ
と
ん
ど

「
商
品
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
緊
張
感
も
、
そ
の
ま
ま
受
講
態
度
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
こ
こ
に
、
私
達
講
義
す
る
側
に
は
、
「
価
格
」
に
見
合
っ
た

「
商
品
」
を
提
供
す
る
義
務
が
生
じ
る
。
こ
う
書
い
て
し
ま
う
と
殺

伐
と
し
た
印
象
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
厳
し
さ

を
意
識
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
ど
の
よ
う
に
講
義
す
る
こ
と
が
最
も
親
切
か
、
常
に
考
え

る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
で
き
る
だ
け
一
回
一
回
の
講

義
が
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
前
回
の
講
義
を
受
け
て
い

な
い
と
今
回
の
講
義
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
積
み
上
げ
式
の
ス
タ

イ
ル
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
時
間
の
制
約
が
厳
し
い
受
講
生
の
こ

と
を
思
え
ば
、
自
ず
か
ら
そ
う
な
る
だ
ろ
う
。
各
期
講
座
の
講
義
が

テ
ー
マ
に
従
っ
て
一
貫
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
と
し

て
、
そ
の
ま
と
ま
り
は
途
中
一
、
二
回
抜
け
て
も
、
把
握
で
き
る
よ

－ ８ －



う
に
全
体
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は
、
受
講

生
の
熱
意
に
応
え
る
形
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
学
部
で
の

自
身
の
講
義
に
対
す
る
反
省
に
も
な
っ
た
。

次
に
、
説
明
の
精
粗
や
内
容
の
難
易
を
、
開
講
し
て
か
ら
あ
る
程

度
柔
軟
に
変
更
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
に
な
る
。
学
部
で
の
講

義
の
場
合
、
将
来
を
考
え
て
こ
こ
ま
で
は
、
と
い
う
選
択
も
必
要
で

あ
る
が
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
場
合
、
受
講
生
が
現
在
持
っ
て
い

る
知
識
を
い
た
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
ょ
っ
と
特
殊
な
言
い
回
し

を
使
っ
た
（
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
講
義
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

私
は
こ
の
言
い
回
し
を
よ
く
使
う
）。
受
講
生
が
現
に
持
っ
て
い
る

向
学
心
や
興
味
の
持
ち
方
を
大
切
に
し
、
い
た
ず
ら
に
研
究
上
の
新

説
や
斬
新
な
方
法
を
用
い
な
い
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
講

義
す
る
側
が
、
あ
る
レ
ベ
ル
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
受
講
生
の
興

味
・
関
心
に
よ
っ
て
講
義
の
レ
ベ
ル
が
動
く
、
と
言
っ
て
も
よ
い
。

受
講
資
格
に
制
限
は
な
い
か
ら
、
受
講
生
は
多
様
で
あ
り
、
知
識
量

も
興
味
・
関
心
の
持
ち
方
も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
で
き
る
限
り
「
最

大
多
数
の
最
大
幸
福
」
を
目
指
す
と
す
れ
ば
―
―
言
い
換
え
れ
ば
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
受
講
生
に
「
価
格
」
に
見
合
っ
た
満
足
で
き
る

「
商
品
」
を
提
供
す
る
た
め
に
は
―
―
受
講
生
一
人
一
人
の
反
応
に

注
意
し
て
、
講
義
内
容
を
加
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
こ
こ
に
書
い
た
よ
う
な
工
夫
が
必
要
に
な
る
。

し
か
し
、
口
で
言
う
程
、
簡
単
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
柔
軟
な
対

応
の
た
め
に
は
、
あ
る
目
標
に
到
達
さ
せ
る
、
と
い
う
方
針
で
講
義

す
る
場
合
よ
り
、
綿
密
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
目
的
意
識
が
高
く
、

厳
し
い
時
間
的
制
約
の
中
で
の
受
講
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
の
話
す
内
容

に
ア
ラ
が
見
え
る
と
、
見
限
る
の
も
早
い
。
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を

担
当
し
て
感
じ
る
厳
し
さ
は
、
こ
う
い
う
点
に
も
あ
る
。

い
さ
さ
か
言
い
訳
め
く
が
、
「
〜
入
門
」
と
い
う
言
い
方
は
、
こ

う
し
た
諸
条
件
の
下
で
講
義
す
る
に
は
便
利
な
の
だ
。
一
方
で
、
な

ん
と
な
く
敷
居
が
高
い
、
と
い
う
受
講
希
望
者
に
も
親
し
み
や
す
い

の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
う
。
映
像
（
映
画
）
を
使
っ
た
講
義
を
何

回
か
試
み
た
の
も
、
こ
こ
に
述
べ
た
の
と
同
じ
発
想
か
ら
で
あ
る
。

映
像
（
映
画
）
を
用
い
た
講
義

そ
の
試
み

私
は
、
平
成
七
年
秋
期
講
座
の
「
目
で
見
る
近
代
文
学
」
を
始
め

と
し
て
、
四
講
座
に
わ
た
り
映
像
（
映
画
）
を
用
い
た
講
義
を
展
開

し
た
。
映
像
を
利
用
し
た
授
業
へ
の
取
り
組
み
は
、
今
日
、
い
ろ
い

ろ
な
大
学
で
か
な
り
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、

私
と
し
て
は
、
教
員
経
験
の
全
て
を
通
じ
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
の
経
験

か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
現
在
、
学
部
の
一
年
生
を
対
象
と
す

る
講
義
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
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「
漱
石
と
�
外
」
「
近
代
名
作
探
検
」
と
、
も
っ
ぱ
ら
講
義
形
態

の
授
業
を
続
け
て
、
受
講
生
が
固
定
し
て
き
て
い
る
の
に
気
が
付
い

た
。
一
方
、
こ
こ
ま
で
の
経
験
で
、
多
く
の
受
講
生
の
ニ
ー
ズ
が
、

文
学
に
触
れ
る
こ
と
、
な
い
し
は
読
書
の
手
掛
か
り
を
求
め
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
も
見
え
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
に

親
し
み
や
す
い
講
義
を
開
講
し
て
、
受
講
生
を
流
動
化
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
が
、
ま
ず
第
一
の
理
由
で
あ
る
。
言
い
添
え
て
お
け
ば
、
私

の
こ
の
提
案
に
は
事
務
局
も
積
極
的
に
賛
成
だ
っ
た
。

次
に
、
や
や
読
み
に
く
い
作
品
で
も
映
像
と
比
較
し
て
鑑
賞
す
る

こ
と
で
講
義
に
採
り
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
こ
と
も
そ
の

理
由
で
あ
る
。
「
近
代
名
作
探
検
」
で
は
四
作
品
を
扱
っ
た
が
、
最

後
に
採
り
上
げ
た
谷
崎
潤
一
郎
の
『
春
琴
抄
』
に
つ
い
て
、
独
特
な

文
体
が
読
み
に
く
い
、
と
の
感
想
が
あ
り
、
確
か
に
講
義
に
対
す
る

反
応
も
鈍
か
っ
た
。
『
春
琴
抄
』
に
は
三
コ
マ
を
充
て
た
が
、
こ
の

レ
ベ
ル
を
基
準
に
す
る
と
、
例
え
ば
泉
鏡
花
の
作
品
な
ど
は
扱
え
な

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。受
講
生
が
固
定
し
て
き
て
い
る
状
況
で
、

講
義
の
テ
ー
マ
が
次
々
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
先
細
り
に
な
る

の
は
明
ら
か
だ
。
そ
こ
で
、
映
像
で
作
品
読
解
の
手
助
け
を
す
る
こ

と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
年
の
春
期
講
座
に
二
コ
マ
連
続
で
開
講
し
、
時
間

の
や
り
く
り
が
き
つ
か
っ
た
た
め
、
映
像
を
使
う
こ
と
で
い
さ
さ
か

で
も
肉
体
的
な
負
担
が
軽
減
で
き
る
の
で
は
、
と
の
期
待
が
あ
っ
た

の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
逆
で
あ
っ
た
。

映
像
（
映
画
）
を
用
い
た
講
義

そ
の
反
省

こ
う
し
て
開
講
し
た
「
目
で
見
る
近
代
文
学
」
は
、
人
気
の
あ
る

講
義
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
十
一
回
の
講
義
を
通
し
て
の

成
果
と
な
る
と
、
反
省
も
多
い
。

ま
ず
、
焦
点
が
絞
れ
な
か
っ
た
。
準
備
し
て
い
る
内
に
、
私
の
方

が
映
像
論
や
映
画
論
に
の
め
り
込
み
、
対
象
を
広
げ
過
ぎ
た
の
で
あ

る
。
白
黒
の
無
声
映
画
『
瀧
の
白
糸
』
か
ら
ア
ニ
メ
の
『
銀
河
鉄
道

の
夜
』
ま
で
、
原
作
に
つ
い
て
の
講
義
一
コ
マ
と
映
画
鑑
賞
一
コ
マ

の
組
み
合
わ
せ
で
、
五
作
品
を
採
り
上
げ
た
の
だ
か
ら
、
無
理
も
な

い
。
各
講
座
の
講
義
を
一
連
の
ま
と
ま
り
あ
る
も
の
と
す
る
、
と
い

う
原
則
を
自
分
で
崩
し
て
し
ま
う
恰
好
に
な
っ
た
。
こ
の
反
省
は
、

以
後
の
映
画
を
用
い
た
講
義
の
組
み
立
て
方
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
次
第
に
対
象
を
絞
り
込
ん
で
い
っ
た（「
鏡
花
と
潤
一
郎
」
↓

「
�
気
と
幻
想
・
鏡
花
」
↓
「
耽
美
と
越
境
・
潤
一
郎
」）の
は
、
そ

の
結
果
で
あ
っ
た
。

次
に
、
準
備
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
。
文
章
な
ら
斜
め
読
み
も

で
き
る
が
、
映
画
は
早
送
り
し
な
が
ら
見
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

予
習
に
ひ
ど
く
時
間
を
取
ら
れ
、
肉
体
的
に
は
楽
に
な
る
ど
こ
ろ
か
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睡
眠
不
足
の
連
続
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
映
画
を
鑑
賞
す
る
た
び
に

原
作
と
比
較
し
た
レ
ポ
ー
ト（
長
さ
自
由
）を
提
出
す
る
、
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
進
め
た
た
め
、そ
れ
を
読
む
負
担
も
加
わ
っ
た
。し
か
し
、

そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
だ
こ
と
で
、
私
の
目
論
見
の
一
つ
、
映
像
が

読
解
を
手
助
け
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
予
測
が
ほ
ぼ
当
た
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
、
一
つ
の
収
穫
に
な
っ
た
と
思
う
。

最
後
に
、
受
講
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
私
の
錯
覚
が
あ
る
。
私
が

期
待
し
た
ほ
ど
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
受
講
生
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。
「
目
で
見
る
近
代
文
学
」
の
講
義
運
営
上
の
欠
点
を
意
識
し

て
、
焦
点
を
絞
っ
た
講
義
を
展
開
し
て
み
て
も
、
毎
回
の
よ
う
に
、

先
生
の
お
話
を
も
っ
と
聞
き
た
い
、
と
の
反
応
が
必
ず
現
れ
た
の
で

あ
る
。
教
員
が
話
す
、
と
い
う
一
般
的
な
講
義
形
態
へ
の
受
講
生
の

こ
だ
わ
り（
愛
着
）が
、
私
の
予
想
よ
り
は
る
か
に
強
か
っ
た
の
だ
。

こ
の
反
応
に
は
、
受
講
生
の
年
齢
層
が
比
較
的
高
か
っ
た
こ
と
も
関

係
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
こ
で
の
私
の
試
み
と
、
受
講
生
の
多
く
が

「
大
学
」
の
講
義
に
つ
い
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
に
は
、
大
き
な
隔
た

り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が
、
他
な
ら
ぬ
「
大

学
」
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
、
そ
の
盛
況
の
理

由
と
と
も
に
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
経
験
だ
っ
た
。
こ
の
経
験
か

ら
私
は
、
現
状
に
お
い
て
、
「
大
学
を
開
く
試
み
」
は
、
「
大
学
」

が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
憧
れ
に
、
か
な
り

多
く
の
部
分
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
だ
か
ら
、
そ
こ
で
行
わ

れ
て
い
る
「
試
み
」
そ
れ
自
体
の
当
否
（
例
え
ば
私
個
人
で
言
え
ば
、

生
涯
教
育
の
一
貫
と
し
て
の
私
の
講
義
の
有
効
性
）な
ど
、お
そ
ら
く

ま
だ
問
題
に
で
き
る
段
階
で
は
な
い
の
だ
。

受
講
生
と
の
交
流

「
目
で
見
る
近
代
文
学
」
で
、
森
�
外
の
『
雁
』
や
泉
鏡
花
の
『
婦

系
図
』
を
鑑
賞
し
た
と
き
、
学
部
生
た
ち
と
は
全
く
違
う
受
講
生
の

反
応
に
気
付
い
た
。『
雁
』
の
お
玉
や
『
婦
系
図
』
の
お
蔦
の
よ
う

な
、
虐
げ
ら
れ
た
女
性
に
対
す
る
感
情
移
入
が
非
常
に
強
い
。
多
く

は
主
婦
層
の
受
講
生
で
あ
る
が
、
時
に
泣
き
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
る

の
で
あ
る
。映
像
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
さ（
文
学
作
品
の
鑑
賞
・
読
解

で
は
こ
こ
ま
で
の
強
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
な
か
っ
た
）を
思
う
一
方

で
、
年
齢
層
の
広
い
講
義
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。
講
義
す
る
私
が

知
識
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
近
い
状
況
を
実
際
に
体

験
し
た
世
代
と
の
相
違
で
あ
り
、
講
義
を
準
備
す
る
段
階
で
そ
こ
ま

で
は
予
想
で
き
な
い
。
私
に
は
い
い
勉
強
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た

経
験
を
す
る
中
で
、
で
き
る
だ
け
受
講
生
の
方
々
と
交
流
し
よ
う
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
講
義
後
、
お
茶
に
誘
わ
れ
た
り
し
て
も
断
り

続
け
て
い
た
私
が
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
夜
の
講
義
の
後
な
ど
、
コ

ン
パ
を
企
画
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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私
は
大
学
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
休
日
な
ど
ス
ー
パ
ー
で

買
い
物
し
て
い
る
時
に
受
講
生
か
ら
挨
拶
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
公
私
の
使
い
分
け
に
は
慎
重
で
あ
ろ
う
と
心

掛
け
て
い
た
の
だ
が
、
講
義
以
外
の
場
で
雰
囲
気
作
り
を
し
よ
う
と

考
え
た
の
に
は
、
前
述
の
こ
と
以
外
に
も
う
一
つ
理
由
が
あ
る
。
午

前
や
午
後
の
時
間
帯
に
比
べ
る
と
、
夜
の
時
間
帯
の
受
講
生
は
数
が

少
な
い
。
資
格
取
得
な
ど
、
日
常
生
活
に
直
接
影
響
す
る
課
目
と
は

違
う
、
「
文
学
」
と
い
う
課
目
の
性
格
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
時
間

の
制
約
が
厳
し
い（
多
く
は
勤
め
帰
り
）た
め
、
継
続
受
講
が
困
難
に

な
り
、
一
度
欠
席
す
る
と
そ
の
ま
ま
に
な
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
「
文
学
」
は
本
来
、
大
人
数
相
手
に
講
義
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
で
き
れ
ば
、
お
互
い
議
論
し
な
が
ら
進
め
る
方
が
有
効
な
の

で
あ
る
。
大
人
同
士
の
遠
慮
し
た
会
話
で
は
な
く
、
講
義
の
場
で
は

文
字
通
り
学
生
気
分
で
忌
憚
の
な
い
議
論
を
し
て
欲
し
い
。
受
講
生

の
年
齢
層
の
広
さ（
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
か
ら
七
十
歳
以
上
ま
で
）も
、

私
が
実
感
し
た
よ
う
に
、
お
互
い
の
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
考
え
た
。

実
際
に
は
、
皆
が
私
に
話
し
か
け
る
恰
好
に
な
る
場
合
が
多
く
、

完
全
に
期
待
通
り
に
は
運
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
継
続
受
講
の
力

に
は
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
し
、
同
人
雑
誌
を
交
換
し
た
り
演
劇
の
チ

ケ
ッ
ト
を
配
っ
た
り
と
、
相
互
交
流
の
実
も
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
得
る
も
の
も
大
き
い
。
た
だ
、
会
議
の
都

合
で
、
午
後
の
時
間
帯
の
受
講
生
と
は
こ
う
し
た
時
間
が
作
れ
ず
、

申
し
訳
な
い
思
い
を
し
て
い
る
。
差
別
待
遇
だ
と
受
け
取
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

試
行
講
座
の
と
き
の
こ
と
だ
が
、
何
し
ろ
初
め
て
の
試
み
と
い
う

わ
け
で
か
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ー
ズ
の
受
講
生
の
相
手
を
し
た
。

大
学
近
隣
の
商
店
会
の
会
長
さ
ん
。
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
集
ま
る
の

か
、
に
最
も
関
心
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
方
は
、
そ

の
後
も
本
学
国
文
学
会
の
公
開
講
演
会
な
ど
に
顔
を
見
せ
て
下
さ

る
。
そ
れ
か
ら
、
お
子
さ
ん
を
本
学
に
通
わ
せ
て
い
る
と
い
う
お
父

さ
ん
。
後
で
事
務
局
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
大
学
で
ど
ん
な
授
業
を

し
て
い
る
の
か
心
配
で
確
認
に
い
ら
し
た
の
だ
そ
う
だ
が
、
幸
い
安

心
し
て
い
た
だ
け
た
ら
し
い
。
先
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
講
義

は
「
商
品
」
と
し
て
の
性
格
が
強
い
、
と
書
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ

で
「
品
質
」
を
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

そ
の
窓
を
通
し
て
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
主
催
し
て
い
る
大
学
の

全
て
が
価
値
判
断
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
を
こ
そ
ニ
ー
ズ
と
す
る
受

講
生
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

学
部
講
義
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

当
初
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
講
義
す
る
こ
と
が
、
学
部
で
の
講
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義
に
こ
ん
な
に
も
影
響
を
与
え
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
目
標
は
別
で
あ
り
、
当
然
、
講
義
の
題
材
も
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
も
隔
た
っ
た
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
に
い
く
つ
か
触
れ
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
大
き
く
関
わ

り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
自
分
が
講
義
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
非
常
に
自
覚
的
に
な

っ
た
。
運
営
上
の
配
慮
に
つ
い
て
は
前
に
書
い
た
が
、
も
っ
と
形
式

的
な
こ
と
で
も
そ
れ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
コ
マ
の
講
義
時
間
。
十

五
分
遅
れ
て
始
め
十
五
分
早
く
終
わ
る
講
義
が
学
生
に
一
番
人
気
が

あ
る
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と
は
、
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
で
は
論
外
だ
。
「
商
品
」
と
し
て
の
性
格
の
強
い
、
言
い

換
え
れ
ば
、
九
十
分
の
講
義
何
回
で
い
く
ら
、
と
契
約
し
て
い
る
講

義
で
、
実
質
六
十
分
し
か
話
さ
な
い
と
す
れ
ば
詐
欺
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
詐
欺
を
許
さ
な
い
緊
張
感
と
熱
意
が
、
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
の
受
講
生
に
は
あ
る
。
短
い
講
義
が
喜
ば
れ
る
と
い
う
俗
信

も
、
実
は
教
員
の
甘
え
な
の
で
は
な
い
か
。
短
い
こ
と
を
学
生
が
不

満
に
思
う
よ
う
な
講
義
を
展
開
す
る
よ
う
に
こ
そ
、
心
掛
け
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
私
が
こ
こ
に
書
い
た
こ
と
は
、
当
た
り
前
過
ぎ
る
ほ
ど

当
た
り
前
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。し
か
し
、私
の
乏
し
い
経
験
の
中

で
、腹
の
底
か
ら
そ
れ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
で
の
講
義
が
最
初
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
私
の
講
義
が
ど
う
変
わ

っ
た
か
、の
評
価
は
学
部
学
生
達
に
委
ね
る
し
か
な
い
が
、少
な
く
と

も
、
私
自
身
の
言
わ
ば
「
覚
悟
」
は
は
っ
き
り
変
わ
っ
て
い
る
。

「
目
で
見
る
近
代
文
学
」
の
実
践
経
験
は
、
先
に
も
少
し
触
れ
た

よ
う
に
、
平
成
九
年
度
か
ら
、
学
部
の
基
礎
教
育
科
目
「
日
本
文
学

の
基
礎
」
に
生
か
さ
れ
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
そ
の
他
を
除
き
正
味
二
十

四
回
の
講
義
で
、
四
作
家
五
作
品
を
採
り
上
げ
、
百
名
近
い
履
修
者

が
ほ
と
ん
ど
脱
落
す
る
こ
と
な
く
、
試
験
答
案
を
見
る
か
ぎ
り
、
ほ

ぼ
所
期
の
目
標
を
達
成
で
き
た
と
思
う
。
鑑
賞
す
る
映
画
を
絞
り
、

丁
寧
な
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
こ
と
と
、
映
像
表
現
と
言

語
表
現
の
本
質
的
な
違
い
に
気
付
く
、
と
い
う
達
成
目
標
を
最
初
か

ら
明
確
に
し
た
こ
と
と
が
、
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。
前

期
よ
り
後
期
の
方
が
答
案
の
質
も
高
ま
り
、
何
人
か
の
学
生
は
、
ま

と
ま
っ
た
読
書
の
習
慣
を
確
実
に
身
に
付
け
た
。
映
像
世
代
の
、
し

か
も
最
初
か
ら
文
学
部
を
第
一
志
望
と
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
者

も
い
る
、
現
在
の
学
生
達
に
対
し
て
、
動
機
付
け
の
意
味
も
含
め
た

基
礎
教
育
の
方
法
と
し
て
、
有
効
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
な
ど

は
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
の
経
験
が
、
具
体
的
な
形
で
学
部
教
育

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
た
例
で
あ
る
。

「
大
学
を
開
く
試
み
」
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
大
学
教
育
が
大
衆

化
し
て
い
る
今
日
、
学
部
で
の
講
義
が
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
領
域
は
非
常
に
広
く
な
っ
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
一
般
的
な
社
会
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生
活
の
常
識
か
ら
研
究
者
を
目
指
す
際
に
必
要
に
な
る
専
門
知
識
ま

で
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
々
と
大
学
院
が
開
設
さ
れ
、
例
え

ば
教
員
免
許
の
取
得
一
つ
と
っ
て
も
、
大
学
院
を
含
め
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
る
一
方
で
、
講
義
中
に
無
駄
話
を
し
て
は

い
け
な
い
と
か
、
教
室
に
入
っ
た
ら
帽
子
を
脱
げ
と
か
と
い
う
レ
ベ

ル
の
注
意
ま
で
も
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
現
状
と
比
較

す
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
強
い
学
習
意
欲
を
持
っ
て
い
る
受
講
生
を
相

手
に
で
き
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
の
講
義
は
、
逆
に
楽
だ
と
も
言

え
る
。
し
か
し
、
そ
の
両
方
で
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
聞
き
た

い
（
聞
き
た
く
な
る
）」講
義
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
も

ち
ろ
ん
、
要
求
の
質
に
は
違
い
が
あ
る
。
両
方
の
現
場
で
の
実
践
経

験
を
持
つ
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
有
効
に
共
鳴
さ
せ
な
が

ら
、
そ
ん
な
講
義
を
組
み
立
て
る
工
夫
を
今
後
も
続
け
て
ゆ
か
ね
ば

な
る
ま
い
。

問
題
点
と
今
後
へ
の
展
望

冒
頭
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
現
在
ま
で
中
京
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
は
盛
況
の
内
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
講
義
を

担
当
し
た
経
験
も
、
私
個
人
と
し
て
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
。
し
か
し
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
う
楽
観
的
で
は
い
ら

れ
ま
い
。

講
義
を
担
当
す
る
教
員
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
ま
ず
、
負
担
増
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
要
項
の
執
筆
や
日
程
調
整
、
特
に

春
期
講
座
に
向
け
て
の
そ
れ
が
、
年
末
・
年
度
末
の
繁
忙
期
と
重
な

っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
で
き
る
だ
け
動
員
力
の
大
き
い
講
義
を
開

講
し
た
い
と
い
う
事
務
局
側
の
思
惑
が
あ
る
か
ら
、
希
望
す
る
全
て

の
教
員
が
、
平
等
に
順
番
で
担
当
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
非
常

勤
と
し
て
他
大
学
に
出
講
す
る
よ
り
、
自
分
の
所
属
す
る
大
学
の
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
出
講
を
希
望
し
た
と
し
て
も
、
専
門
領
域
に

よ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
と
が
負
担
だ
け
な
ら
、
そ
れ
で
も
済

む
が
、
ペ
イ
の
問
題
が
か
ら
む
。
こ
こ
に
、
教
員
の
差
別
化
と
い
う

問
題
が
生
ま
れ
る
。
生
涯
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
教

員
の
収
入
に
差
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
よ
り
極
端
な
場
合
に

は
、
採
用
人
事
の
際
に
専
門
領
域
に
よ
る
選
別
が
行
わ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
順
調
に
回
転
し
て
い
る
間
は
表
面
化
し
な
い
だ
ろ
う
が
、

基
本
的
に
二
重
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
問

題
が
噴
出
す
る
可
能
性
は
常
に
潜
ん
で
い
る
。

組
織
体
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ

の
二
重
組
織
の
問
題
が
大
き
い
。
各
教
授
会
か
ら
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
管
理
委
員
」
が
選
任
さ
れ
て
は
い
る
が
、
実
務
は
事
務
局
だ
け

が
担
当
し
て
い
る
よ
う
だ
。教
員
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、

確
か
に
こ
う
し
た
形
で
し
か
運
営
で
き
ま
い
。
し
か
し
、
中
京
大
学
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と
中
京
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
学
的
に

真
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
同
様
に
、
受
講
生
が

そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
本
当
の
と
こ
ろ
は

見
え
て
い
な
い
。

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、
既
に
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
ブ
ー
ム
の
頭
打
ち
が
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
、
試
行
講
座

が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
生

涯
教
育
事
業
と
し
て
は
後
発
に
属
す
る
そ
の
試
み
が
成
功
し
た
背
景

に
、
「
大
学
」
へ
の
憧
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
の
講
義
が
「
大
学
の
講
義
」
そ
の
ま
ま
で
は
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が
、
「
大
学
」

の
建
学
の
精
神
に
相
当
す
る
よ
う
な
、
あ
る
一
つ
の
理
念
に
基
づ
い

て
運
営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
極
論
す
れ
ば
、
今

の
と
こ
ろ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
「
大
学
を
開
く
試
み
」
の

実
質
と
は
、
「
大
学
」
の
名
前
を
背
負
っ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

な
の
だ
。
と
す
れ
ば
、
今
の
ま
ま
で
「
大
学
を
開
く
試
み
」
を
続
け

る
こ
と
は
、
そ
の
試
み
自
体
に
よ
っ
て
試
み
の
価
値
を
減
殺
し
て
い

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。自
分
の
足
を
食
う
タ
コ
の
よ
う
な
も
の
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
維
持
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
か
ら
、
今
後
進
む
べ
き
道
が
見
え
て
く
る
。
組
織
体
と
し

て
の
実
質
を
造
り
、
母
胎
と
な
っ
て
い
る
大
学
の
教
育
理
念
―
―
例

え
ば
建
学
の
精
神
な
ど
―
―
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
、
個
性
を
持
っ
た

教
育
理
念
な
い
し
目
標
と
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提

示
す
る
こ
と
、
が
ま
ず
必
要
と
な
ろ
う
。
次
の
段
階
と
し
て
、
前
述

の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
基
に
、
あ
る
達
成
感
が
得
ら
れ
る
履
修

モ
デ
ル
な
ど
を
提
示
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
科
目
等
履
修
生
の
制
度

を
活
用
し
て
、
学
部
講
義
と
相
互
乗
り
入
れ
を
す
る
。
資
格
や
単
位

認
定
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
「
大
学
を
開
く
」
方
向
へ
動
く
。
継

続
受
講
の
動
機
付
け
と
し
て
も
、
こ
れ
は
有
効
な
は
ず
だ
。
組
織
体

と
し
て
の
実
質
を
作
る
た
め
に
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
専
任
教

員
を
置
く
こ
と
を
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
充
実
の
上
に

お
い
て
こ
そ
、
生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
の「
大
学
を
開
く
試
み
」、

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、真
に
意
味
あ
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

私
は
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
教
壇
に
立
っ
て
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
「
バ
ブ
ル
」
だ
と
感
じ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
講
義
す
る
こ
と
が
、
大
学
教
員
の

サ
ー
ビ
ス
だ
な
ど
と
考
え
る
意
識
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

お
そ
ら
く
そ
の
教
壇
に
立
っ
た
人
間
は
、
そ
う
し
た
考
え
を
捨
て
さ

せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
「
大
学
」
そ
の
も
の
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
近
い
将
来
、
こ
こ
に

書
い
た
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
の
競
争
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

－１５－


